






























   当然のこととみなしている。それについて考える場合でも、それが文明を形
   成する重要な要素としてよりも文化を表現し記録する手段として考えがちで
   ある。同様の誤解は会計にもよく見受けられる。近代営利企業の複雑さが最
   善の会計方法の利用を奨励すると説くことはまことに結構である。しかし一
   歩進めて、会計の発達が近代企業の成長に決定的な要素であったと主張すべ
   きである。会計技術の発達がなければ、営利企業は現在のような規模にはな
   らなかったであろう。」（DR Scott, Theory of Accounts, 1925, pp.3-4）
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の技術体系があった」とし、それは「ことばによって説得する技術および魅力的なことばを
生み出す技法の体系」であった（佐藤 1981, 2 頁）。
　さらにもう一点は、ことばによる説得の仕方（appeals；訴え方）には三つの方法があると
いうことである（野内 1998, 332-33 頁）。
















　Previts & Merino は、15 世紀から現代にいたるアメリカ会計史を 8 つに区分し、1967 年
以降を「政治会計の時代」と性格づけた。こうした時代の特徴について次のように述べてい
る。「変化したものは、会計人の取り組む問題の性質ではなく、会計人の問題への対応の仕方
と会計職業団体の中身である」（Previts & Merino 1979, p.329；大野他訳 1983, 353 頁）。
　では、何がどう変わったのか。「会計の政治化」についてはおよそ三つの文脈で考えること
ができよう（酒巻 1999, 189-91 頁）。
　（A） 会計基準設定の政治化（politics of accounting standards setting）    
　（B）会計研究の政治化（politicization of accounting research）
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記言語そのものの政治性」を問題にするというアプローチである。本稿は、現代に続く複式
簿記会計原理を「発見した」とされるパチョーリ論文を「会計とレトリック」という視点か









　Ⅱ 伝統レトリックの体系 ― パチョーリ・テキスト解読のために ―
　（1） パチョーリ・テキストのレトリカルな文脈
　本稿で対象とするパチョーリ（Fra Luca Pacioli）のテキストとは次のものをさす。すな
わち、1494 年にヴェネチアで出版された "Summa de Arithmetica, Geometria, Proportioni et 
Proportionalita" である。わが国では『算術・幾何・比及び比例全書』『算術大全』あるいは
『スムマ』等と訳されている。本書の構成について片岡泰彦の紹介は次のようになっている
（片岡 2012, 49 頁）。
　「 308 フォーリオ、615 頁に及ぶ大冊である。内容は、序文と目次の後、2 部に分かれており、
1 部はさらに 9 編に分類されている。1 編から 7 編が算術であり、8 編が代数、9 編が「興
味ある商業上の問題」である。9 編は 12 の論文から構成され、その第 11 番目の論文「計
算と記録」こそが「パチョーリ簿記論」と呼ばれているものである。第 2 部は幾何に関す
る論文である。」

















　パチョーリという人物には幾つかの顔があった（片岡 1988, 5 章）。一つは大学の数学教
授である。また、キリスト教フランチェスコ修道会の修道士であること。そして、何よりも
Aho が強調するのは当時の知識人としてラテン語の読み書きに習熟した「優れたレトリシャ
ン」であった、という一面である。社会学者の Carruthers & Espeland は、われわれの対象
とする「複式簿記」に関する論文（以下、「パチョーリ論文」という）について「論文のレト
リカルな検討課題」を次のように述べている（Carruthers & Espeland 1991, pp.37-38）。
　①   パチョーリは、読者に対して、帳簿を付ける「その方法」の効用を確信させることを試
みた。
　②   効用とは懐疑論者に対して次のことを説得することである。一般的には、商業活動とい
うものの正当性を、そして、個別的には個々の営利事業の誠実性を。






















ている ] という（Thompson 1991, p.593）。そして、Aho はそれが「レトリカル・ディスコー








































　① 発想（ラテン語の Inventio；構想・発見とも訳される : 以下同じ）
― 68 ―










































するジャンル。典型的な形は法廷での言述である。」（佐藤 1981, 11 頁）
　「 過去の事実に関して法廷で行われる裁判で検察側、弁護側が用いるもの。問題となる価値
は正義である。伝統レトリックにおける中心的ジャンルである。」（佐々木 2006, 718 頁）
　以上が伝統レトリックの平均的モデルである。佐藤はレトリックの体系を「言述産出装置」












































（1） レトリックとしての複式簿記 ― 与えられた問題とは何か ―
　まずはパチョーリ論文の第 1 章に注目したい。パチョーリは「論文全体を二つの部分に
分ける」と述べている。すなわち "Inventio" と "Propositio" である。英語訳ではそれぞれ
"the  Inventory" 、"the Proposition" とされ、わが国のパチョーリ研究では前者は「財産目
録」、後者は「整理」「会計処理」「編成」などの訳語が当てられている（片岡 1988, 175 頁；










































を挙げる（Aho 1985, p.24 ）。繰り返しになるが、以下の説明のためにもう一度掲げておく。
　①  倫理的訴え（ethical appeals）；技術的にはエトス（ethos）として知られていた。そこ
では、書き手は、聴衆を書き手自身の性格によって説得しようとした。
　②  情動的訴え（emotional appeals）；パトス（pathos）と呼ばれ、書き手は、聴衆の感情
に訴えて説得を試みた。













































































　（ア） 判例   （イ） 噂、公衆の証言、町全体のコンセンサス   （ウ） 拷問による自白や尋問






チオリ論文では次のような説明がある（片岡 1988, 183 頁）。














熊本学園商学論集　第 20 巻　第 1 号（通巻第 55 号）2015・12
　Aho は こ う し た 情 報 を「7 つ の 質 問 項 目 」 と し て 特 別 な 意 味 づ け を 行 っ て い る
（Aho 1985, pp.26-27）。すなわち、① 誰が ② 何を ③ どこで ④ 何時 ⑤ どのように ⑥ いく




















（片岡 1988, 177 頁）
In the name of  God, November 8th , 1493, Venice.
The following is the inventory of myself, N.N., of Venice, Street of the Holy Apostles.
I have written down systematically, or had written by Mr. So-and-So, this inventory 
of all my property, personal and real, what is owed to me（debiti）, and what is owed 
by me（crediti）, of which I on this said day find myself posessed in this world.
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される栄誉あるサインを戴いて。」こうしたフランシスコ会修道士としてのパチョーリの発



















































と述べているが（バルト 2005, 134 頁）、まさに元帳における叙述の構成は、日記帳から仕
訳帳、そして元帳へと誤りのない完全な証拠事実の擬似論理的展開とみなすことができよう。
まさに「ロゴスによる訴え」である。
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　ここでは、「現代では、ほとんどが姿を消してしまっている」（Carruthers & Espeland 1991, 
p.39）とされる「表現」ではあるが、敢えて、Aho のいうところを紹介しよう。パチョーリ
の時代の「会計のレトリカルな性格」がもっとも鮮明に描き出されている部分であるから。













（文章構成法）である。以下、レトリックとしての accounts の表現論を Aho に従って解説し
てみよう。
　人格主義とは、上記の元帳記入に典型的に示されている。例えば、
　　借方現金勘定の記入  Cash shall give to Capital ……
　　貸方資本金勘定の記入  Capital shall have from Cash ……
という具合に「現金」や「資本」さらには「営業費」などが本来は「人」を主語にすべきで












ように述べている（Aho 1985, pp.38-39, 41）。
　「 キケロの文体の基本的特徴は完全文である。いや、対句法と呼ぶべきか。それは、














形で構成していく文」（高田 1999, 72-73 頁）が綴られることとなる。

























　Ⅳ  結びに代えて ― レトリカル・アカウンティングの展望 ―
　複式簿記会計にはテクニカルな側面とレトリカルな側面がある。会計の歴史を「会計とレ
トリック」という視点から論じた社会学者 Carruthers & Espeland は次のように結論づけて






　さらに、本稿の文脈に係わる次のような主張も紹介しよう（Carruthers & Espeland1991, 
p.47）。













　まずは本論でも取り上げたロラン・バルトの次の図を参照しよう（バルト 2005, 79-82 頁）。
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あった。一言でまとめれば、会計の歴史、変化とは、「会計に与えられた問題の変化」であり、







　こうした accounts の本質について Aho は次のように述べていた（Aho 1985, p.21）。
「 名詞としての account は何も指示対象を持たない。それは、ある行為の記述的な評価、 行
動の体系的説明、あるいは、そうした行動の正当化と考えることができる。要するに、 
complete account とは "a descriptive、an explanatory、and a rhetorical mode" を持つもの 
とみることができる。」
　最後に、以上のような枠組みのもとで本稿の最初に示した二つの問題に触れてみよう。先
ずは「会計基準設定の政治化」という問題である。Carruthers & Espeland は、国家に
よる会計基準設定とは「accounts の聴衆が国家を含むまでに拡張された」ことだという
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